
尼崎市経済環境局環境部 

産業廃棄物対策担当 宛 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書等提出シート 

下記1の書類について、別添のとおり提出します。 

記 

1 提出書類 

＜該当を選択＞ 

部） 

・書類 部） 

1部） 

‘田 1部） 

■産業廃棄物処理計画書（PDF ・書類 

■産業廃棄物処理計画実施状況報告書（PDF

.特別管理産業廃棄物処理計画書（PDF ．雨 

’特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書（PDF

2 提出者 

（住所） 〒66 0---0 095 

尼崎市大浜町2丁目30番地 

（名称・代表者氏名） 

株式会社MCエバテック 

尼崎事業所長 井上 朋彦 

3 対象事業場 

（所在地）〒660一0095 

（名称）株式会社MCエバテック 尼崎事業所 

（事業場コード（6 桁）) 985030 

4 事業場データ 

（業種コード（4 桁）) 9011 

（業種名）一般機械修理作業 

（フレーム：製造業は製品出荷額、その他は従業員数） 

製品出荷額 1,178百万円・ 96人 

5 ご担当者 

（所属）株式会社MCエバテック 

環境安全・品質保証部 

（氏名）廣瀬 真也 

（電話）06一6417 一3 7 2 5 (FAX) 0 

(E-mail) hirose.masanari@ma.tkcc.co.jp 

6一6416 一8675 

（その他事業所） 

本用紙は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第11項及び第12 条の2第12項で定める公表対象の様式では 

ありませんので、同法により公表することはありません。 

ただし、別添の様式はすべて公表されますので、別添の様式中に個人情報等を記載しないようご注意ください。 



様式第二号の十三（第八条の十七の二関係） 

（第1面） 

尼崎市長 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12
の減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

特別管理産業廃棄物処理計画書 

令和5 年 6月 15 日 

殿 

提出者 

ロ立‘， 住所 尼崎市大浜町2丁目30番地 
ルJ生ガ亡 

竿； 号、 エ々 株式会社 MCエバテック尼崎事業所 
二ニ二：てて二でー＼ 」一、加 尼崎事業所長 井上 朋彦 

ーb,0・ I I 
糾し，収・受さ 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

博湊ま‘h、磐ト‘L 
' 4 IJ とシ一 電話番号 06一6416 一8937 

条の2第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物 

事 業 場 の 名 称 株式会社 MCエバテック尼崎事業所 

事 業 場 の 所 在 地 尼崎市大浜町2丁目30番地 

計 画 期 間 令和5年4月1日から令和6年3月31 日まで 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事業の種類 9011 一般機械修理業 

②事業の規模 製造品出荷額等 1, 178 百万円（令和4年度実績） 

③従業員数 96人（令和5年5月時点） 
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別紙の通り 



（第2面） 

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

別紙の通り 

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 

別紙の通り 

①現状 

排出量 C t 

（これまでに実施した取組） 

別紙の通り 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 

排出量 
別紙の通り 
t t 

（今後実施する予定の取組） 

別紙の通り 

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項 

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

工程別にそれぞれ分別保管を励行する。 

①現状 

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

現状維持 

②計画 



（第3面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 

①現状 

自ら再生利用を行った 
特別管理産業廃棄物の量 

別紙の通り 
[ t 

（これまでに実施した取組） 

特になし 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行う 
特別管理産業廃棄物の量 

別紙の通り 
t t 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行った 
特別管理産業廃棄物の量 

別紙の通り 
t t 

自ら中間処理により減量した 
特別管理産業廃棄物の量 t t 

（これまでに実施した取組） 

特になし 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行う 
特別管理産業廃棄物の量 

十 

自ら中間処理により減量する 
特別管理産業廃棄物の量 

別紙の通り 

t 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 



（第4面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 

別細 
己コ と ＋H4 て」マhrl ノ、・2-，づニ二 一4二一 
日‘っと主ュブくとフJ で二1」っに 

特別管理産業廃棄物の量 

lの通り 

t t 

（これまでに実施した耳 又組） 

特になし 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 

別紙の通り 
白 と＋I
口‘っと王jJ

特別管理産業廃棄物の量 

ョザ7・MIZう士,予〒二 
_ ノJ‘乙-I 」 ノ 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 

」管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 

別紙の通り 

全処理委託量 t t 

優良認定処理業者への 
処理委託量 t t 

再生利用業者への 
処理委託量 

t t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 t t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処理委託量 

t t 

（これまでに実施した取組） 

再生委託業者に委託 
優良認定処理業者に委託 



（第5面） 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 

全処理委託量 
別組 lの通り 
し L 

優良認定処理業者への 
処理委託量 t t 

再生利用業者への 
処理委託量 

t t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 t t 

認定熱回収業者以外の 

熱回収を行う業者への 
処理委託量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

継続して実施 

電子情報処理組織の使 
用に関する事項 

【前年度（令和 4年度実績】 

特別管理産業廃棄物 
排 出 量 

（ボリ塩化ヒ。フエニル廃棄物を除く。） 
548.6 t 

（今後実施する予定の取組） 

電子マニフエスト100％対応済み 

※事務処理欄 



（第6面） 
備考 
1 前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。 

2 当該年度の6月30日までに提出すること。 

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ 
と。 
(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 
(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完 

成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規 
模が分かるような前年度の実績を記入すること。 
(3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了 

するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入するこ 
と。 

4 「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種 
類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産業 
廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取 
組を記入すること。 

5 「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種 
類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄物 
に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。 

6 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと 
に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に 
関する法律施行令第6条の14第2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託 
量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受 
けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている 
処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量 
（ポリ塩化ビフェニル廃棄物（令第2条の4第5号イからハまでに掲げるものをいう。）を除 
く。）を記入すること。その量が50トン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使用に関 
する取組等（情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関する法律施 
行規則第8条の31の4に該当するときは、その旨及び理由を含む。）について記入すること。 

8 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと 
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業廃 

棄物の種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に 
記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき 

は、 「ー」を記入すること。 

9 ※欄は記入しないこと。 



1 特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

(1）管理組織図 

統 括 責 任 者 尼崎事業所長 
組織名 製造部（精洗1課・精洗2課） 
廃弓 乏物処理責任者 製造部長（1名） 

役
 

割
 

廃 棄 物 処 理 

責 任 者 

〇廃棄物処理方針の策定、部門間の調整、行政への報告 
〇廃棄物の資源化、燃料利用の推進 
〇事業部内の他部門への関係法令等の教育、啓発、指導監督 
〇処理委託業者の選定、廃棄物処理委託契約等手続き、適正処理の確認 
〇部門内から発生する産業廃棄物の発生削減 

物
 

管
 

理
 

廃
担
 

棄
当
 

〇部門内から発生する産業廃棄物の分別、場内保管場所への運搬 
〇部門内、従業員への分別方法等の徹底 
〇マニフエストによる管理 
〇その他関係する事項 

環安品証部+- 

薫 

事務局 

f’ 報告等 

（行政） 

（処理業者）K 

 琴糸勺シ 

管理体制図 

RC会議（環境管理） 

尼崎事業所長 

一 

製造部 

廃棄物処理責任者 騒惣管理 

精洗管理GM 

↑ ー MS会議（環境管理） 

↓ 
精洗1課長 精洗2課長 洗浄ソリュ－ションGM 

(2）管理体制 
① 管理体制（組織） 

製造部内の各課と協力し、廃棄物処理に対するため、尼崎事業所長を統括責任者と 
する組織を編成する。 

② 管理方法 
廃棄物管理規定及び廃棄物減量化のための規定の作成について検討する。 

(3）教育・研修 
発生する廃棄物の種類、発生状況、処理方法、処理に関する留意事項を整理し、 
従業員等に定期的に教育する。 

〇 管理職環境管理研修 
関係法の改修等、行政及び関係機関の研修会、説明会等へ積極的に参加する。 
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2 特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 
く具体的取組＞ 

特別管理産業 
廃棄物の種類 

排出量実績 
(t／年） 
(R4年度） 

排出量計画 
(t／年） 
(R5年度） 

排出抑制量 
Ct／年） 

具体的取組 

7000引火性廃油 1.6 1.4 Q2 廃油の再生による抑制 

7100強酸 172.1 170.0 21 
洗浄方法の見直しによる発生抑制 

7427廃酸（有害） 34.2 32.0 2.2 

7200強アル力リ 278.2 275.0 32 洗浄方法の見直しによる発生抑制 

7428廃アル力リ（有害） 57.0 55.0 2.0 
世界情勢を鑑みてR5年は半導体関連の 

製造メ一力一依頼は先行き不透明のため 

排出量微減 

7426汚泥（有害） 55 53 Q2 洗浄方法の見直しによる発生抑制 

3 自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 
く具体的取組＞ 

現状では具体案なし、今後の検討課題とする。 
〇現状 前年度（令和4年度）実績 

特別管理産業廃棄物の種類 7000引火性廃油 7100強酸 7427廃酸（有害） 7200強アル力リ 
7428廃アル力リ 

（有害） 
7426汚泥（有害） 

自ら再生利用を行った 
特別管理産業廃棄物の量 

0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 

〇計画 目標（令和5年度） 

特別管理産業廃棄物の種類 7000引火性廃油 7100強酸 7427廃酸（有害） 7200強アルカリ 
7428廃アル力リ 

（有害） 
7426汚泥（有害） 

自ら再生利用を行う 
特別管理産業廃棄物の量 

0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 

4 自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 
く具体的取組＞ 

〇現状 前年度（令和4年度）実績 

特別管理産業廃棄物の種類 7000引火性廃油 7100強酸 7427廃酸（有害） 7200強アル力リ 
7428廃アル力リ 

（有害） 
7426汚泥（有害） 

自ら熱回収を行った 
特別管理産業廃棄物の量 

0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 

自ら中間処理により減量した 
特別管理産業廃棄物の量 

0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 

〇計画 目標（令和5年度） 

特別管理産業廃棄物の種類 7000引火性廃油 7100強酸 7427廃酸（有害） 7200強アルカJ 
7428廃アル力リ 

（有害） 
7426汚泥（有害） 

自ら熱回収を行う 
特別管理産業廃棄物の量 

0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 

自ら中間処理により減量する 
特別管理産業廃棄物の量 

0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 
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5 自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項 

く具体的取組〉 
現状と同様。 

〇現状 前年度（令和4年度）実績 

特別管理産業廃棄物の種類 7000引火性廃油 7100強酸 7427廃酸（有害） 7200強アル力リ 
7428廃アル力リ 

（有害） 
7426汚泥（有害） 

自ら埋立処分を行った 
特別管理産業廃棄物の量 o.ot o.ot o.ot o.ot o.ot o.ot 

〇計画 目標（令和5年度） 

特別管理産業廃棄物の種類 7000引火性廃油 7100強酸 7427廃酸（有害） 7200強アル力リ 
7428廃アル力リ 

（有害） 
7426汚泥（有害） 

自ら埋立処分を行う 
特別管理産業廃棄物の量 o.ot o.ot o.ot o.ot o.ot o.ot 

6.特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 
〇現状 前年度（令和4年度）実績 

特別管理産業廃棄物の種類 7000引火性廃油 7100強酸 7427廃酸（有害） 7200強アル力リ 
7428廃アル力リ 

（有害） 
7426汚泥（有害） 

全処理委託量 1 .6t 172.it 34.2t 278.2t 57 .Ot 5.5t 

優良認定処理業者 
への処理委託量 

1.6t 172.it 34.2t 278.2t 57 .Ot 55t 

再生利用業者 
への処理委託量 

O.2t 40.2t o.ot 7 .Ot o.ot o.ot 

認定熱回収業者 
への処理委託量 

o.ot o.ot o.ot o.ot o.ot o.ot 

認定熱回収業者以外 

の熱回収を行う業者 
への処理委託量 

o.ot o.ot o.ot o.ot o.ot o.ot 

〇計画 目標（令和5年度） 

特別管理産業廃棄物の種類 7000引火性廃油 7100強酸 7427廃酸（有害） 7200強アル力リ 
7428廃アル力リ 

（有害） 
7426汚泥（有害） 

全処理委託量 1.4t 170.Ot 32.Ot 275.Ot 55.Ot 5.3t 

優良認定処理業者 
への処理委託量 

i.4t 1 70.Ot 32.Ot 27 SOt 55. Ut 5 .3t 

再生利用業者 
への処理委託量 0. it 40.ot 0.ot 6 .8t o.ot O.ot 

認定熱回収業者 
への処理委託量 

0.ot 0.ot o.ot 0.ot 0.ot 0.Ot 

認定熱回収業者以外 
の熱回収を行う業者 
への処理委託量 

O.ot O.ot 0.ot 0.ot 0.ot 0.ot 
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特別管理産業廃棄物処理フローシート（現状） 

発生源 

半導体治工具 
の洗浄工程 

液晶治工具 
の洗浄工程 ~ 7100強酸 －→ 

7427廃酸（有害） 

廃棄物 処理・処分 

4u 士糾事‘ゾ十ご＝P 、 「焼却→ 燃え殻 →管理型埋立処分 
六1七1戊~エノワ”ロ － ' - ' '. - － 、ーノ→－ ' H ー，ー，ヤー，『”,一」一L., 

しコンソリーN昆示：果 一→ 官埋型理」L処分 

7000引火性廃油→ 

7100強酸 → 
7427廃酸（有害） 

7200強アルカリ→ 
7428廃アルカリ（有害） 

- 

ポンプ整備 
工程 

ノ 

「無機性竺 
~ 7100塑fl 

{ ]427J 酸 (; 

~ 7200讐アル 
(7428 廃アル 
7200強アルカリ→ 
7428廃アルカリ（有害） 

混合調整→ 原料 

中和・還元 脱水●ろ液→放流 
~残渣は管理型埋立処分 

混合中和 → 原料（再生） 

中和・無害化脱水●ろ液一→放流 
~残渣は管理型埋立処分 

混合中和 → 原料（再生） 

コンクリート混練 ト 管理型埋立処分 

中和・還元 脱水トろ液→放流 
~残渣は管理型埋立処分 

混合中和 －一， 原料（再生） 

中和・無害化脱水ト ろ液ー→放流 
→残渣は管理型埋立処分 

混合中和 ――→ 原料（再生） 

7426汚泥（有害）→ 焼却 ー一→燃え殻 →管理型埋立処分 

7000引火性廃油→ 焼却 ー一→燃え殻 ~管理型埋立処分 
混合調整－→ 原料 

7100強酸 → 
7427廃酸（有害） 

7200強アルカリ→ 
7428廃アルカリ（有害） 

中和・還元 脱水トろ液 →放流 
~ 残渣は管理型埋立処分 

混合中和 → 原料（再生） 

中和・無害化脱水●ろ液→放流 
→ 残渣は管理型埋立処分 

混合中和 －→ 原料（再生） 



製造部事業「概略処理フ口ー」 

表面処理 
［半導体治工具の洗浄工程］ 

イオン注入装置 

レジストカップ 
プリント基盤 

機器装置パーツ 

スパッタ 
CVD 

真空蒸着 

［液晶治工具の洗浄工程］ 
スパッタ 
CVD 

真空蒸着 

［ボンプ整備工程］ 
クライオポンプ 

口ータリーポンプ 
ドライポンプ 

ターボ分子ポンプ 

―→ 

~ 

-―~ 

-+ 

~ 

分解 

洗浄 

ト 

洗浄 

分解 

分解 

分解 

ーート 

- 

- 

洗浄 

洗浄 

洗浄 

- 

- 

- 

乾燥 

乾燥 

乾燥 

-+ 

- 

－→ 

組立 

水洗 

検査 

組立 

検査 

- 検査 

―→ 

－→ 

乾燥 

梱包 －→ 

→検査→ 梱包 

出荷 

- 

梱包 出荷 - 

検査 梱包 出荷 - 
－→ 

梱包 出荷 -* 

出荷 



洗浄整備工程図 
(1）イオンソースの整備工場 

ドラフトチャンバー

↓ 
l 

分解 

↓ 
洗浄 

~ ト 

+ 
脱脂 

産廃委託処理 

廃粉 ト(7426汚泥有害） 

産廃委託処理 
→ 

↓ 
乾燥 

↓ 
組立 

↓ 
調整 

↓ 
テスト 

↓ 
包装 

↓ 
出荷 

7000引火性廃油 

f 
再生 

（業務委託） 

(2）ポンプ整備工場 

ドラフトチヤンバー

分解 

+ 
洗浄 

↓ 
組立 

1 
テスト 

↓ 
包装 

↓
出荷 

→ 

~ 

7000 

引火性廃油 

↓ 
産廃委託処理 
(7000引火性廃油） 

(3）治工具の洗浄工程 

ドラフトチヤンバー

洗浄 

↓ 
~ 

ブラッシング

↓ 
洗浄 

' 200 7 )14J 
I)[7428J7vi ] I)（有害） 

+ 

産廃委託処理 

↓＝ → 
フラッシング’ 

↓ 
水洗 

↓ 
乾燥 

' 
包装 

7100強酸 

7427廃酸（有害） 

I, 
産廃委託処理 

V 

総合排水処理施設へ 


